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砲狩りを取りあげ、当時の原爆にも相当する鉄砲を、

日本人が捨て、忘れたことから、今日世界が原爆を捨

てることが出来るはずだというはげましにも、明治に

なって、小国町の山奥でひっそりと暮していたキリス

ト信者部落を、全員殺して消滅させていった事実を掘

起した－町医者の記録とも出会った。
（注３）

私の担当している健康科学の領域で'よ、マラリアに

ついて教えられた。十七世紀になって手に入れたキニー

ネは、全世界のマラリアによる苦しみから救ったが、

これは奴隷商人の手をはばんでいたマラリアの壁を取

りはずしたことになり、アフリカの人々の不幸のはじ

まりにも稲本という視点が欠けているのを気づかせ
てもらったのは、図書館の一隅でみつけた図書からで

ある。感謝している。

図書館には随分と楽しませてもらっているし、今後

も死ぬまで楽しめるよう、目が見えて、文字が読めて、

本が楽しめます様に神佛に願っている。

（ひとしたいぞう教養部教授健康科学）

注１火砲の起源とその伝流有馬成甫吉Ill誠文館１９６２

注２鉄砲をすてた日本人一日本に学ぶ軍縮ノエルペリン著

川勝平太訳紀伊國屋啓店１９８４

注３肥後細川藩幕末秘聞河津武俊講談社1993

注４世界史の中のマラリヤ橋本雅一藤本啓店１９９１

』
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重要文化財 阿蘇家文書(34巻36冊）
工藤敬一

今回は近世の阿蘇社領の成立に関わる文書を紹介す

る。戦国末、阿蘇勢力は衰退し、天正14年（1586）に

は山上の諸坊（現在の草千里辺にあったもので古坊中

と呼ばれる）も島津氏によって焼き払われ、阿蘇氏の

家臣も山上の衆徒・行者も四散してしまい、中世阿蘇

氏武士団はほとんど壊滅状態となった。加うるに文禄

元年（1592）大宮司惟光は、豊臣秀吉から梅北の乱

(加藤清正の朝鮮出兵の最中に、島津義久の家臣梅北国

兼が佐敷城を占拠した事件）に関わる責めを負わされ

て祇園山（花岡山）で殺害された。

加藤清正は、慶長４年（1599）領国支配の安定を考

え、阿蘇社および諸坊の再興を図った。〔Ａ〕（西厳殿
かんにん

寺文書）（よ「寺社居屋敷ならびに沙弥一人宛の堪忍分」

として、つまり衆徒・行者らが坊舎を興し還住するよ

う黒川村内の地を付与したものである。この黒｣||村が

今日の阿蘇町坊中である。さらに慶長６年清正は神主

又次郎（惟光の弟の惟善）に対し、宮地・坂梨・竹原

(いずれも－の宮町）に358石３斗４升の石高の土地を
あてが

宛行っている。〔Ｂ〕はその宛ｲﾃ状、〔Ｃ〕は目録であ

る。いずれも「履道應乾」の印文をもつ台形の清正の

黒印が捺されている。

〔Ｄ〕は加藤氏改易のあと、寛永９年（1632）肥後の
はんもつ

大守となった細｣||忠禾'｣の判物（花押をもつ宛行状）で

ある。宮地・坂梨・竹原・黒川の所々989石余とあるの

で、さきの清正の２通の宛行分を加えたものとみられ
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(佐藤進一著「古文書学入門」より転写） 』
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る。同日（寛永１０年正月７日）付の目録（〔Ｅ〕）が西

厳殿寺文書の中に見える。その後貞享４年（1664）１２

月、当時の藩主細)||綱利は新に蔵原村（－の宮町）の

頃
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100石の地を寄付(その目録は５年２月１８日付)､以後あ

わせて1089石余が阿蘇社の領知高となり幕末に及んだ。
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なお、細)||忠利の判物＝〔Ｄ〕と同日付の目録＝

〔Ｅ〕が、阿蘇家文書と西厳殿寺文書に分有されるなど、

本来一体であるべき関係文書が分有されるにいたった

理由は、今日の西厳殿寺文書が文久元年（1861）に衆

議によって軸装して宝庫に納めたことが記録されてい

るので、それ以前、おそらくは19世紀初頭に、阿蘇惟

馨が「阿蘇家伝」の編集のため関係史料を集めた際に

生じた混乱によるのではないかと思われるが、なお検

討の要がある。

し

:健LK，：蒜顯騒蕊Q癖一

（付記）これまで「東光原」第２号の鎌倉時代はじめ

の「北条時政書下」から始めて、１１回にわたって附属

図書館所蔵の阿蘇家文書の一部を紹介して来た。もち

ろん他にも紹介に値する文書は少なくないが､今回の江

戸時代の分まで時代をおって下って来たので、これを

もってひとまず打ちどめとしたい。なお阿蘇家文書３４

巻は、文部省および大学当局の理解を得て、ほず毎年
ふとまき

２巻ずつ重要文化財にふさわしし､みごとな太巻の軸装

として蘇生っている。なお現在過半を残しているが、

順調な進捗を期待したい。

（〈どうけいいち文学部教授国史学）
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本学教官寄贈著書紹介
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巨海玄道（教養・物理）

物理教育とその周辺Ⅲ地震に学ぶ

日本物理学会九州支部1995.8

（1995年度夏季シンポジウム）
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⑦図書館長に就任して

○図書館への思い
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①重要文化財阿蘇家文書(34巻36冊）

⑨情報サービスと資料保存
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